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N R Pの開始当時から、全コストの6 0%を占

める購買コストの改革の必要性は認識されてい

ました。現在でも購買部門は全事業部門の中で

最も多額のコストを扱っている部門ですが、当

初の予定より早く2 0 0 2年3月末までに購買コス

トの2 0%削減という目標を達成しました。「日

産1 80」でも継続される日産3 - 3 -3プログラム

は、コスト削減目標の達成に重要な役割を担い

ました。このプログラムでは、技術開発部門と

購買部門が一体となってコスト削減に取り組

み、サプライヤーからは、7万件以上の提案が

寄せられました。それらはコスト削減、開発の

効率化、業績の向上に多大な貢献を果たしまし

た。しかもそのすべての成果が品質への影響な

しに達成されたのです。当初はコスト削減のう

ち3 0%を3 - 3 -3プログラムで達成する計画でし

たが、最終的には 4 0%の貢献となりました。

「日産1 80」では3 - 3 -3プログラムにさらに大き

な成果が期待されており、今後3年間に計画さ

れている1 5%のコスト削減の半分が課せられ

ています。N R Pの下でコスト削減を織り込んで

開発された新型車と、グローバルでの販売台数

100万台増加がこの目標達成を後押しします。

ルノーとの提携は、購買部門でのコスト

削減と購買力の強化を達成する絶好の

チャンスとなりました。両社が共同設立

したルノーニッサンパーチェシングオー

ガニゼーション( R N P O )は、すでにグロ

ーバルでの両社の共同購買金額の 3 0%

を取り扱っており、今後その成果を踏ま

えて7 0%まで増加する予定です。

購買コストの削減はN R P達成に最も貢献した分野であり、その目標は完璧に達成されました。2 0 0 2年3月末までに購買コスト

が2 0 %削減されたのです。サプライヤー数の削減、購買機能のグローバル化、ルノーニッサンパーチェシングオーガニゼーシ

ョン設立などの改革に次々と取り組み、グローバルレベルでの競争力を高めていったのです。

購買力の強化

購買


